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1. 令和4年3月期第3四半期の連結業績（令和3年4月1日～令和3年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

4年3月期第3四半期 9,558 ― △505 ― △480 ― △529 ―

3年3月期第3四半期 10,332 △26.6 △147 ― △147 ― △87 ―

（注）包括利益 4年3月期第3四半期　　△527百万円 （―％） 3年3月期第3四半期　　△86百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

4年3月期第3四半期 △139.98 ―

3年3月期第3四半期 △23.03 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年３月期第３四半

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

4年3月期第3四半期 15,936 11,375 71.4

3年3月期 17,441 12,039 69.0

（参考）自己資本 4年3月期第3四半期 11,375百万円 3年3月期 12,039百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年３月期第３四半

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

3年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

4年3月期 ― 0.00 ―

4年3月期（予想） 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 4年 3月期の連結業績予想（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,100 ― △380 ― △360 ― △380 ― △100.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（注）　１．令和４年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用
した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。

２．連結業績予想の修正については、本日（令和４年２月10日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 4年3月期3Q 3,935,000 株 3年3月期 3,935,000 株

② 期末自己株式数 4年3月期3Q 153,453 株 3年3月期 153,453 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 4年3月期3Q 3,781,547 株 3年3月期3Q 3,781,575 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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区分

前第３四半期連結累計期間
（自　令和２年４月１日

　  至　令和２年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　令和３年４月１日

　  至　令和３年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

化粧品

％ ％

基礎化粧品 6,824,368 66.1 6,547,880 68.5

メイクアップ化粧品 783,247 7.6 713,552 7.5

トイレタリー 478,107 4.6 425,104 4.4

その他（注）１ 164,624 1.6 166,170 1.7

小計 8,250,347 79.9 7,852,708 82.1

栄養補助食品・雑貨等 2,081,466 20.1 1,705,746 17.9

化粧品・栄養補助食品等 小計 10,331,813 100.0 9,558,454 100.0

その他（注）２ 216 0.0 5 0.0

合計 10,332,029 100.0 9,558,459 100.0

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第３四半期連結累計期間

と収益の会計処理が異なることから、以下経営成績に関する説明において増減額及び前年同期比（％）を記載せず

に説明しております。

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外における新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、引

続き経済活動の制約等による消費マインドの冷え込みが長期化しており、依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。令和３年10月に緊急事態宣言が解除となり、経済活動再開に伴う消費活動の持ち直しが期待されたもの

の、その後国外での新たな変異株の感染拡大を受け、国内における更なる感染拡大による影響に留意が必要な状況

となっております。

　このような状況の下、当第３四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、9,558,459千円となりました。

　本年度も昨年度に引続き、特定の地域エリアでの広告戦略の最適化、ＴＶＣＭ・ネット広告・プロモーション

を行ってきております。品目別売上の基礎化粧品は6,547,880千円、メイクアップ化粧品は713,552千円、トイレ

タリーは425,104千円、栄養補助食品・雑貨等は1,705,746千円となりました。

　販売ルート別売上では、通信販売が5,274,179千円、百貨店向卸売が812,402千円、その他卸売が3,130,353千

円、直営店は341,520千円となりました。

　売上原価は、3,064,962千円となりました。販売費及び一般管理費は、広告宣伝・販売促進費が2,610,257千

円、その他経費が4,388,250千円、合計6,998,507千円となっております。

　これらの結果、営業損失は505,010千円、経常損失は480,865千円、法人税等調整額25,222千円を計上した結

果、親会社株主に帰属する四半期純損失は529,325千円となっております。なお、収益認識基準等の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間の売上高が470,927千円減少、販売費及び一般管理費は469,306千円減少し、営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ1,620千円増加しております。詳細については、

「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご

参照ください。

  品目別売上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）１．期間を限定して提供するキャンペーンセット品等が主なものです。

　　　２．カルチャーセンター等の売上が主なものです。

　　　３.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期

間の期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間については、当該会計基準等を適用した後の数

値となっており、増減額及び増減率は記載しておりません。

　　　４．上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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区分

前第３四半期連結累計期間
（自　令和２年４月１日

　　至　令和２年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　令和３年４月１日

　　至　令和３年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

販　売

ルート

％ ％

通信販売 6,047,233 58.5 5,274,179 55.1

百貨店向卸売 970,541 9.4 812,402 8.5

その他卸売 2,881,388 27.9 3,130,353 32.8

直営店 432,650 4.2 341,520 3.6

合計 10,331,813 100.0 9,558,454 100.0

　販売ルート別売上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）１．上記の合計表は、「品目別売上」の「化粧品・栄養補助食品等　小計」売上に対して記載しています。

　　　２.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期

間の期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間については、当該会計基準等を適用した後の数

値となっており、増減額及び増減率は記載しておりません。

　　　３．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比較して1,038,248千円減少し、10,275,322千円となりました。これは主と

して、現金及び預金、商品及び製品が減少したことによるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比較して466,764千円減少し、5,660,725千円となりました。これは主とし

て、有形固定資産及びソフトウエアが減価償却により減少したことによるものです。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比較して602,118千円減少し、2,850,534千円となりました。これは主とし

て、未払金が増加したものの短期借入金が減少したことによるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比較して239,674千円減少し、1,709,661千円となりました。これは主とし

て、長期借入金が減少したことによるものです。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比較して663,219千円減少し、11,375,851千円となりました。これは主とし

て、利益剰余金が減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期連結累計期間までの業績等を踏まえ、令和３年５月11日に公表しました令和４年３月期連結業績

予想を修正いたしました。

　詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,663,626 5,521,044

売掛金 1,226,822 1,181,061

商品及び製品 2,094,760 1,506,905

仕掛品 25,932 25,176

原材料及び貯蔵品 1,913,729 1,892,873

その他 415,131 176,254

貸倒引当金 △26,432 △27,994

流動資産合計 11,313,571 10,275,322

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,064,079 5,074,739

減価償却累計額 △2,430,007 △2,537,083

建物及び構築物（純額） 2,634,072 2,537,656

機械装置及び運搬具 2,020,298 1,982,176

減価償却累計額 △1,487,024 △1,562,080

機械装置及び運搬具（純額） 533,274 420,095

工具、器具及び備品 1,241,086 1,232,829

減価償却累計額 △978,404 △1,013,326

工具、器具及び備品（純額） 262,682 219,502

土地 1,573,134 1,573,134

有形固定資産合計 5,003,164 4,750,389

無形固定資産

ソフトウエア 479,698 356,060

その他 42,601 29,316

無形固定資産合計 522,300 385,376

投資その他の資産

投資有価証券 5,307 5,533

繰延税金資産 205,048 170,538

差入保証金 352,737 312,880

その他 38,931 36,007

投資その他の資産合計 602,024 524,959

固定資産合計 6,127,489 5,660,725

資産合計 17,441,060 15,936,047

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 310,258 384,400

短期借入金 1,100,000 300,000

１年内返済予定の長期借入金 905,982 839,640

未払金 662,539 812,486

未払法人税等 34,033 2,836

未払消費税等 83,740 58,407

契約負債 － 223,615

ポイント引当金 256,611 －

その他 99,488 229,147

流動負債合計 3,452,653 2,850,534

固定負債

長期借入金 1,913,691 1,663,410

その他 35,645 46,251

固定負債合計 1,949,336 1,709,661

負債合計 5,401,989 4,560,196

純資産の部

株主資本

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 11,662,635 10,997,523

自己株式 △1,135,878 △1,135,878

株主資本合計 12,035,776 11,370,664

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 667 824

為替換算調整勘定 2,626 4,362

その他の包括利益累計額合計 3,294 5,186

純資産合計 12,039,071 11,375,851

負債純資産合計 17,441,060 15,936,047
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

売上高 10,332,029 9,558,459

売上原価 2,910,660 3,064,962

売上総利益 7,421,369 6,493,497

販売費及び一般管理費 7,569,150 6,998,507

営業損失（△） △147,780 △505,010

営業外収益

受取利息 35 36

受取配当金 169 176

受取賃貸料 1,053 621

助成金収入 1,255 ※１ 25,415

還付加算金 638 1,915

その他 2,606 2,642

営業外収益合計 5,758 30,807

営業外費用

支払利息 5,048 5,587

その他 517 1,075

営業外費用合計 5,565 6,662

経常損失（△） △147,586 △480,865

特別利益

固定資産売却益 27,677 1,973

助成金収入 ※１ 139,491 ※１ 90,443

特別利益合計 167,169 92,417

特別損失

固定資産売却損 － 12

固定資産除却損 342 53,659

臨時休業による損失 ※２ 143,828 ※２ 28,626

特別損失合計 144,170 82,298

税金等調整前四半期純損失（△） △124,588 △470,746

法人税、住民税及び事業税 101,348 33,356

法人税等調整額 △138,855 25,222

法人税等合計 △37,506 58,579

四半期純損失（△） △87,081 △529,325

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △87,081 △529,325

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

四半期純損失（△） △87,081 △529,325

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 250 156

為替換算調整勘定 △150 1,735

その他の包括利益合計 99 1,892

四半期包括利益 △86,981 △527,433

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △86,981 △527,433

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　一部の連結子会社においては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる主な変

更点は以下のとおりです。

（１）純額による収益認識

　ポイント利用による売上について、従来は総額を収益として認識し、値引額を販売促進費として計上しておりま

したが、純額で収益を認識することとしております。

（２）ポイント

　売上時に付与したポイントについては、従来は未利用分をポイント引当金として計上しておりましたが、付与し

たポイントは顧客に対する履行義務と認識し、契約負債を計上し、顧客がポイントを値引として使用したときに売

上高に振り替えております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が470,927千円減少、販売費及び一般管理費は469,306千円減少

し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ1,620千円増加しております。また、利益剰余

金の当期首残高は15,475千円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　当第３四半期連結累計期間は、新型コロナウイルス感染症再拡大に伴う緊急事態宣言、まん延防止等重点措置

の発出、対象エリアの拡大、度重なる期限の延長により、経済活動の制約による消費マインドの冷え込み等の影

響を受けております。国内のワクチン接種対応等による経済活動の改善を想定し、当下期には穏やかに回復する

との仮定を置き、会計上の見積りを行っております。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症による影響は新たな変異株の感染拡大等依然として不確実性が高

く、経済環境等への影響により当社の事業環境に変化が生じた場合には、将来において損失が発生する場合があ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

※１　助成金収入

　　　 営業外収益に計上されている助成金収入は小諸市工場等立地促進助成金等であり、特別利益に計上されて

　　いる助成金収入は雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例）等であります。

※２　臨時休業による損失

 　新型コロナウイルス感染症に対する政府、地方自治体からの各種要請等により、百貨店、ショッピングセン

ター等の臨時休業が行われております。これに伴う店舗の臨時休業期間中に発生した固定費（人件費、減価償

却費等）を特別損失として計上しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自令和２年４月１日　至令和２年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自令和３年４月１日　至令和３年12月31日）

　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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